学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「３８　ネットオークションの賢い利用方法　」

１．指導対象

　　小学校高学年～高校生
２．教科・科目

　　総合的な学習の時間、技術・家庭科、情報科、家庭科
３．指導意図

　インターネットでのコミュニケーション活動と商業利用の接点とひとつとして、ネットオークションがある。

　ネット通販のようなB2C(Business to Consumer：企業対消費者の取引)と違い、「C2C

(Consumer to Consumer：一般消費者同士の取引)」という個人間の商業活動であり、取引相手が企業でなく信用情報が明確でない個人であるため、取引の基本である商品と代金の交換方法や、入札参加に相応の注意が必要である。

　利用者が増加しているこの個人間取引を、賢く上手に利用し、トラブルに巻き込まれないようにするためには、消費者教育の観点からの指導が必要である。したがって、中学校の技術・家庭科の家庭分野や高等学校の家庭科における消費者教育の場面で扱うと効果的である。
４．指導目標

　① オークションという取引手段があることを知る。
　② 商品と代金の交換方法が複数あり、それぞれの特徴を知り最適な方法を選択できる。
　③ ネットオークションのトラブルに巻き込まれないための注意点について知る。
５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	（1） 導入

○オークションのシステムを知る。
（２）展開
○レッスンキットをみて、ワークシートをまとめる。

○ワークシートの項目にそって、発表する。

（３）まとめ

○トラブルに巻き込まれないようにするために注意する点について考える。

○ワークシートに学習したことや思ったこと考えたことをまとめる。
	　
○オークションのシステムを知っている生徒に発表させ、その後、オークションのシステムを確認する。
○ネットオークションの経験の有無をたずね、トラブルに巻き込まれたことがある場合には具体的に発表させる。

○以下の３項目についてまとめさせる。
　・ネットショッピングとネットオークションの違い

・商品と代金の交換方法の種類と特徴

・入札するときの注意点

○数種類ある支払い方法の中から、レッス
ンキットに出てくる代金引換、ペイメント

サ　サービス、エスクローサービスについて取

り上げ、その特徴を確認する。
○　○発表させ、以下の点を中心にまとめる。

・保護者と一緒に行う

・支払い方法はよく考える

・出品者の過去の評判や商品説明などか

ら信頼できる相手かをしっかりと確認

する　　　など


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法

　ネットオークションのトラブルは大人社会でも多く、毎年、各都道府県の警察に寄せられる相談件数の中でも詐欺・悪徳商法についで二番目に多いという現状がある。
　ネットオークションのトラブルに巻き込まれたとき、基本的にはオークション主催者側では対応してくれないので、本人が行うことになる。まずメールや電話等、あらゆる方法を使って相手と連絡をとる。また、相手の住所、氏名がわかる場合には内容証明郵便で催告する。それでも解決しない場合には、それまでのやりとりの資料を取り纏め、警察に相談する。

　警察に届け出を出す場合、オークション主催者にも連絡するとよい。現在は、出品者、入札参加者の個人情報を主催者側で把握している場合があるので、警察の捜査が迅速に行えるよう協力してもらえる。

７．指導資料

　●インターネットオークション消費者のための表示の見方（財団法人　日本産業協会）
http://www.nissankyo.or.jp/auction/information/information1.html
　●インターネットオークションでのトラブル（富山県警察サイバー犯罪対策室）
　　http://police.pref.toyama.jp/sections/6110/high-tech/auction.html
　●ネットオークション（ネットDEけいしちょう）
　　http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kouhoushi/no7/net/net.htm
　●インターネットオークション詐欺（埼玉県サイバー犯罪対策センター）
　　http://www.police.pref.saitama.lg.jp/kenkei/hanzai/mi/cyber/auction.html#top
©2010　ＪＫＡ、CEC「親子のためのネット社会の歩き方セミナー」　3

